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はじめに

作品制作や論文・批評の執筆、さらにはブロ

グや SNS 等での情報発信等、表現行為を行う

際に作品の図版や他者が撮影した画像等を利用

することがある。画像・図版等を利用する場合、

それら画像・図版等に関連する権利（著作権や

肖像権等）を侵害しないように行う必要があ

る。本稿では、画像・図版を用いた表現行為に

関する著作権法上の議論とその課題について検

討を行う。

1. 著作権法における著作物の利用と「引用」規定

著作権法では、小説や絵画、写真等の著作物

を創作した著作者は、複製や上演、翻案等の著

作物利用行為につき著作権を有すると規定され

ている。これにより、著作者以外の第三者が著

作物の複製や上演等を行う場合、原則として著

作者の許諾が必要となる。著作者に無断で著作

物を利用すると、著作権侵害または著作者人格

権侵害として、その侵害行為の差止め（出版の

差止めや上演の中止等）や損害賠償を請求さ

れ、さらには刑事罰を科されることがある。

しかし一定の利用目的や利用態様について

は、著作者の許諾なく著作物を自由に利用する

ことを認める必要がある。特に本稿で問題とす

る表現行為を伴う著作物の利用の場合、常に著

作者の許諾が必要であるとすると、表現活動が

著しく制約される可能性が高い。さらに、他人

の主張に対して批判を加えるような場合、そも

そも許諾を得ることができない可能性もある。

そこで著作権法 32 条 1 項では、公表済みの他

人の著作物を、公正な慣行に合致し、かつ報道、

批評、研究その他の引用の目的上正当な範囲内

で、引用して利用することができる旨を定めて

いる 1。

2. 「引用」をめぐる裁判例と判断基準

それでは、いかなる著作物の利用が 32 条 1

項の「引用」に該当すると考えられるか。

引用の判断基準は、パロディ作品の引用該当

性が争われた事件の最高裁判決 2 で、①明瞭区
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分性（引用する側の表現と引用された側の表現

が明確に区別可能なこと）及び②主従関係（量

的・質的にみて、引用する側の表現が主、引用

される側の表現が従の関係にあること）の二要

件が提示され、判例・学説で長く用いられて

きた。

しかし近年、利用目的や方法・態様、利用さ

れる著作物の種類や性質、当該著作物の著作権

者に及ぼす影響の有無・程度等を総合考慮して

引用を判断すべきであるとの裁判例も登場して

おり 3、注目が集まっている。

3. 画像・図版の利用と「引用」判断の課題

画像・図版を利用した表現行為の引用該当性

につき争われた裁判例に特徴的なのは、引用さ

れた画像・図版の鑑賞性の有無に着目した判断

が行われている点である 4。これは、一部引用

のしやすい文章等とは異なり、画像・図版の引

用では作品全体をそれなりの大きさや解像度で

引用せざるを得ないことに起因すると考えら

れ、総じて引用の成立を否定するものが多いよ

うに見受けられる 5。

引用が成立しない場合、複製権侵害等による

権利者の差止請求が認められるため、当該図版

を含む論文や作品が回収、廃棄され、表現を世

に送り出すことができなくなる。これを回避す

るため、美術系の評論や論文では、事前に許諾

を得て引用することも多いようである 6。もち

ろん、批評や論説に必要な限度での引用である

必要はあるが、作品の批判を含む論文のように

事前許諾を得ることが困難な場合もあり、著作

者の許諾の有無が論文や批評の執筆を左右する

ような状況は、本来的な引用の営みから外れる

ものと思われる。

今後取りうる方策としては、引用の判断基準

の解釈につき議論を深める必要がある 7 と共

に、パロディ作品等のような特定の表現活動に

ついて、立法でこれを保護することが考えられ

る 8。また、利用目的等を考慮しつつ、画像の

サイズや解像度等を限定し、その範囲を超えな

ければ許諾なく無償で引用を可能とすることを

明記するような立法も考えられうる 9。さらに

学術論文での引用については、大学や学会等が

連携し、美術関係者との協議も踏まえて、画像・

図版の引用に関するガイドラインを作成すると

いう方向性も検討されうる 10。

おわりに

本稿では、著作権法における引用の規定や解

釈をまとめた上で、特に画像・図版の利用に際

して生じる問題点と方策を検討した。デジタル

化が進む中で、誰でも簡単に画像・図版のデー

タを入手し、それらを用いた多様な表現活動や

情報発信が可能になっており、著作者と利用者

の利益のバランスを図りつつ、より柔軟な利活

用の推進が望まれる。
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